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平成 29年度 新穂地域づくり協議会 事業報告書 
 
１ 組織管理費 

(1) 新穂地域づくり協議会設立総会 

日 時 平成 29年 4月 9日（日）13時 30分～ 

場 所 トキのむら元気館 

出席者数 代議員 21人（委任状含む）、設立準備会役員ほか 28人  計 49人 

議 案 

第１号議案 新穂地域づくり協議会規約の制定について 
第２号議案 新穂地域づくり協議会役員の選出について 
第３号議案 新穂地域づくり計画の策定について 
第４号議案 平成 29年度事業計画及び予算について 

すべての議案を全会一致で承認 

 

(2) 第２回 新穂地域づくり協議会総会 

日 時 平成 30年 3月 31日（土）13時 30分～ 

場 所 トキのむら元気館 

出席者数 代議員 21人（委任状含む）、役員ほか 25人  計 人 

議 案 
第１号議案 平成 29年度事業報告及び収支決算について 
第２号議案 平成 30年度事業計画及び収支予算について 

 

(3) 会長・副会長会議 

回 日時 場 所 出席数 内 容 

１ 
5/24(日) 
15時～ 

新穂行政 SC 
第 4会議室 

3人 
・報告事項 4件 
・予算補正及び役員会、代議員会開催等 協議 
事項 4件 

２ 
2/28(水) 
9時～ 

新穂行政 SC 
第 2会議室 

3人 
・平成 29年度事業実績及び決算 
・平成 30年度事業計画・予算案 
・役員会・総会日程及び議案 等 

 

(4) 役員会 

回 日時 場 所 出席数 内 容 

１ 
4/9(日) 
15時～ 

トキのむら元気館 
第 3会議室 

20人 
・会長職務代理者等の選任について 
・事務局規程、公印規程及び会計事務取扱規程の
制定について ほか 4件の協議事項 

２ 
5/28(日) 
10時～ 

新穂行政 SC 
第 3会議室 

15人 
・報告事項 4件、補正予算及び専門部会活動等 
協議事項 5件 等 

３ 
11/27(月) 
14時～ 

新穂行政 SC 
第 3会議室 

13人 

・予算、事業の執行状況について 
・新穂地区防災ガイド（地区防災計画）の提案に 
ついて 

・今後の協議会運営について 
  集落活動支援事業助成金交付規程の改正に
ついて協議し、承認される。 

４ 
3/18(日) 
13時～ 

新穂行政 SC 
第 3会議室 

15人 
・平成 29年度事業実績及び決算 
・平成 30年度事業計画・予算案 
・総会日程及び議案 等 



 

2 

 

(5) 監査 

回 日時 場 所 出席数 内 容 

１ 
3/18(日) 
10時～ 

新穂行政 SC 
第 3会議室 

5人 ・決算監査 

 

２ 集落の活動支援事業 

２－１ 集落活動支援事業（自治会活動保険） 

(1) 自治会活動保険への加入 

契 約 会 社 損害保険ジャパン日本興亜株式会社（取扱代理店：奥田保険） 

保 険 料 230,650円 

保 険 期 間 平成 29年 6月 1日～平成 30年 6月 1日 

保 険 支 払 ２件処理 

 

２－２ 集落活動助成（申請数 15件） 

集落名 対象事業 交付額 事業内容 

舟 下 子育て支援事業 24,000円 「舟下集落の映像記録」の 8 ㎜フィルムから DVD を
作成し高齢者と子どもが鑑賞する上映会を行う。 

下新穂 環境美化支援事業 25,000円 ゴミ箱設置箇所のコンクリート舗装。 

上大野 防災資機材・備蓄 
物資等整備支援事業 25,000円 災害時炊き出し用大なべ等を購入。 

武 井 環境美化支援事業 17,000円 市道沿いにプランターを設置する。 

郷 平 
空き家対策支援事業 12,000円 空き家周辺の道路脇の除草作業を行う。 

防災資機材・備蓄 
物資等整備支援事業 13,000円 飲料水用ポリタンクを購入。 

上新穂 防災資機材・備蓄 
物資等整備支援事業 22,000円 災害時非常食の購入。 

瓜生屋 防災資機材・備蓄 
物資等整備支援事業 24,000円 飲料水用ポリタンクと一輪車を購入。 

正明寺 防災資機材・備蓄 
物資等整備支援事業 10,000円 飲料水用ポリタンクとブルーシートを購入。 

田野沢 防災資機材・備蓄 
物資等整備支援事業 15,000円 飲料水用ポリタンクとブルーシートを購入。 

潟 上 防災資機材・備蓄 
物資等整備支援事業 

24,000円 簡易トイレ、防水ライトを購入。 

北 方 イベント支援事業 25,000円 新穂北方竹の宵の開催。 

新 穂 防災資機材・備蓄 
物資等整備支援事業 25,000円 災害時物資運搬用リヤカー購入。 

馬 場 環境美化支援事業 5,000円 集会所及び馬場駐車場周辺の草刈りを行う。 

三 協 防災資機材・備蓄 
物資等整備支援事業 19,000円 拡声器、投光器、ラジオほか購入。 

14 集落 計 285,000円 ― 

※対象事業：1.集落間連携支援事業、2.イベント支援事業、3.環境美化支援事業、4.大学

生等の受入れ支援事業、5.子育て支援事業、6.空き家対策支援事業、7.防災

資機材・備蓄物資等整備支援事業 
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３ 地域全体の活性化事業 

３－１ 合意形成システム形成事業 

(1) 代議員（集落長）会議 

回 日時 場所 出席数 内 容 

１ 
6/2(金) 

19時～ 

新穂行政 SC 

学習室 
22人 

・会費集金状況について 
・自治会活動保険加入について 
・集落活動助成事業について 
・新穂地区防災円卓会議の開催について 

２ 
1/25(木) 

13時 30分～ 

新穂行政 SC 

学習室 
21人 

※事務嘱託員会議 
 
・新穂地域づくり協議会の運営について 

 

(2) 講演会 

① 地域に根ざした小さなビジネス起こし（3-biz）講座（地域活性化部会） 

日 時 10月 18日（水）18時～ 

場 所 新穂商工会館 

参加数 14人 

内 容 

・講演「月 3万円ビジネスの基本的な考え方とその具体的な取組事例」 
     ～講師：前田 敏之氏（3-biz前田商店）～ 
・ワークショップ 
 
※ 参加者が新穂潟上温泉において焼き芋販売を開始。 

 

３－２ 情報発信事業 

(1) 地域づくり協議会ホームページ 

6月 8日に開設、運営（年間使用料 11,340円） 

 

(2) 新穂地域づくり通信発行（vol.９～vol.16） 各戸回覧 

 見出し 発行日 内 容 

1 

地域の暮らしを支える活動

と地域の活性化を一体的に

推進する新たな仕組み 

４月 25日 

(第 9号) 

・設立総会の様子 

・新穂地域づくり協議会役員のご紹介 

・部会メンバーの募集 

2 
協議会年会費等にご協力 

ありがとうございました 

６月９日 

(第 10号) 

・年会費等集金状況報告 

・集落活動支援事業（自治会活動保険、助成

金）の紹介 

・春駒のろま人形上演会の紹介 

・EC2017新穂地区イベントの紹介 

3 

新穂地域の防災について地

域住民と行政が話し合う円

卓会議の参加者を募集しま

す!! 

６月 23日 

(第 11号) 

・防災円卓会議開催計画と参加者募集 

・新穂地域づくり協議会ホームページの開設 

・新穂ふるさと夏まつりボランティア募集 
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4 
第１回新穂地区防災円卓会

議を開催しました!! 

８月 25日 

(第 12号) 

・第 1回防災円卓会議で出された意見、開催

の様子 

・ホームページへの防災情報の掲載 

・2017新穂 夏の３大イベントの様子 

5 

大野川ダムの役割・大雨の

ときの情報提供などについ

て説明を受けました 

９月 25日 

(第 13号) 

・大野川ダムの役割・大雨のときの情報提供 

・第２回防災円卓会議で出された意見 

・部会事業の案内（地域に根ざした小さなビ

ジネス起こし(3-biz)講座、佐渡市生活自立

相談支援センター新穂地区説明会） 

6 

新穂地域の土砂災害防止対

策と情報の提供などについ

て説明を受けました 

11月 10日 

(第 14号) 

・土砂災害の種類 

・土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域

の指定区域の確認方法 

・土砂災害の危険度情報のインターネットで

の確認 

・部会事業のお知らせ（3-biz 講座、新穂ダ

ム桜周辺整備事業） 

7 
新穂地区防災ガイドを提案

しました！ 

12月 25日 

(第 15号) 

・新穂地区防災ガイドの概要 

・新穂地区津波想定区域図 

・部会事業のお知らせ（新穂ダム桜周辺整備

事業） 

8 
第２回 新穂地域づくり協

議会総会を開催します！ 

3月 23日 

（第 16号） 

・第２回 新穂地域づくり協議会総会のご案内 

・新穂地区防災ガイドが佐渡市地域防災計画

に位置付けられました 

・新穂地区合同防災訓練 

 

(3) 地域資源ＰＲ切手試作（１シート 82円切手 10枚つづり） 

部会名等 図柄 作成シート数 販売シート数 

環境整備部会 新穂ダム桜 10 0 

伝統文化部会 のろま人形 20 9 

生活安心部会 つなぐ手 10 1 

地域活性化部会 鬼太鼓 10 10 

そ の 他 春 駒 10 5 

計 60 25 

 

環境整備部会 伝統文化部会 生活安心部会 地域活性化部会 その他 
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３－３ 環境整備費（環境整備部会） 

  (1) 部会活動費 

 ① 部会会議 

回 日時 場所 出席数 内 容 

１ 
6/9(金) 
18時 30分～ 

新穂行政 SC 
第 4会議室 6人 ・新穂地域づくり計画及び年間事業について 

・地域資源 PR切手図柄について 

２ 
6/28 (水) 
18時 30分～ 

新穂行政 SC 
第 4会議室 5人 ・環境保護団体等との情報交換会について 

・地域資源 PR切手図柄について 

３ 
7/21(金) 
19時～ 

新穂行政 SC 
第 4会議室 6人 ・環境保護団体等との情報交換会運営について 

・地域資源 PR切手図柄決定 

４ 
8/29(火) 
19時～ 

新穂行政 SC 
第 4会議室 4人 

・環境保護団体等との意見交換会を受けての 
今後の事業実施について 

５ 
9/11(月) 
19時～ 

新穂行政 SC 
第 4会議室 4人 

・外来生物注意喚起チラシについて 
・意見交換会の結果報告内容について 
・新穂ダム桜の保全活動について 
・30年度の計画について 

６ 
10/17(火) 

18時 30分～ 

トキのむら元気館 

第 2会議室 
4人 

・新穂ダム桜の保全活動について 
（周知方法、作業計画等） 

７ 
11/15(水) 

19時～ 

新穂行政 SC 

第 4会議室 
6人 ・新穂ダム桜保全作業について 

８ 
3/7(水) 
18時 30分～ 

新穂行政 SC 

第 4会議室 
4人 

・新穂ダム環境整備活動の総括 
・平成 30年度活動計画について 

 

② 環境整備部会 環境保護団体等との意見交換 

日時 場所 出席数 内 容 

7/26(水) 

19時～ 

新穂行政

SC 

学習室 

31人 ・環境保護・美化活動の内容と課題や問題点の意見交換 

 

③ Save Our Sakura! 新穂ダムの桜を救おう！ －桜の名所復活をめざして－ 

日 時 12月 3日（日） 8時 30分～ 

場 所 新穂ダム周遊道路沿い 

参加数  36人 

内 容 

○新穂ダム桜保全活動 

・新穂ダム周辺の桜に巻きついたフジやキヅタなどのつる切り 

・周辺の灌木や雑木の伐採  ※終了後は豚汁とヌカ釜ご飯を提供 
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３－４ 伝統文化費（伝統文化部会） 

  (1) 部会活動費 

 ① 部会会議 

回 日時 場所 出席数 内 容 

１ 6/9(金) 
19時～ 

新穂行政 SC 
第 3会議室 7人 

・新穂地域づくり計画及び年間事業について 
・EC2017新穂地区イベント当日の活動について 
・春駒＆のろま人形上演会開催への協力について 
・資料館活用に向けた小中学校との連携について 
・地域資源 PR切手図柄について 

２ 6/30(金) 
19時～ 

新穂行政 SC 
第 4会議室 7人 

・地域資源 PR切手図柄の決定 
・EC2017新穂地区イベント担当者決定 
・資料館活用に向けた小中学校との連携について 
・地域資源 PR切手図柄について 

３ 7/31(月) 
19時～ 

新穂行政 SC 
第 3会議室 11人 

・資料館活用に向けた小中学校との連携について 
※小中学校長との意見交換 

４ 8/30(水) 
19時～ 

新穂行政 SC 
第 4会議室 7人 

・資料館活用に向けた小中学校との連携について 
・30年度の事業計画について 

５ 9/29(金) 
19時～ 

新穂行政 SC 
第 4会議室 8人 ・30年度の事業計画について 

６ 
3/8(木) 
19時～ 

新穂行政 SC 

第 4会議室 
7人 

・29年度事業報告について 
・30年度事業計画について 

 

  (2) EC2017新穂地区イベント 

月 日 8月 19日（土）、20日（日） ともに 12時～ 

場 所 トキのむら元気館 

参加数 大人 49人、子ども 5人  計 54人 

内 容 
・春駒、のろま人形、鬼太鼓の上演・体験 

・郷土料理の提供 

 

(3) 春駒＆のろま人形上演会 

月 日 7月 22日（土）～8月 13日（日）の土・日・祝と 8月 14日（月）の 10回 

場 所 新穂歴史民俗資料館 

入場数 大人 224人、子ども 16人  計 240人 

内 容 
・春駒の上演と、のろま人形の廣栄座、新青座、末廣座が日替わりで「生地蔵」 

「そば畑」「五輪仏」を上演。8月 14日は三座合同で上演。 
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３－５ 生活安心費（生活安心部会） 

  (1) 部会活動費 

  ① 部会会議 

回 日時 場所 出席数 内容 

１ 
6/7(水) 

19時～ 

新穂行政 SC 

第 4会議室 
9人 

・新穂地域づくり計画及び年間事業について 

・生活困窮者自立支援制度説明会実施について 

・新穂地域防災訓練計画の策定に向けた 

円卓会議について 

・地域資源 PR切手図柄について 

２ 
6/27(火) 

13時 30分～ 

新穂行政 SC 

第 3会議室 
5人 

・生活困窮者自立支援制度説明会実施について 

・新穂地域防災訓練計画策定に向けた円卓 

会議について（事務局報告） 

・地域資源 PR切手図柄について 

３ 
7/19(水) 

13時 30分～ 

新穂行政 SC 

第 4会議室 
8人 

・新穂地域防災訓練計画策定に向けた円卓 

会議について 

・佐渡市生活自立相談支援センター新穂地区

説明会（生活困窮者自立支援制度説明会）

実施の最終確認 

・地域資源 PR切手図柄決定 

４ 
10/18(水) 

13時 30分～ 

新穂行政 SC 

第 3会議室 
5人 

・実施を延期した「佐渡市生活自立相談支援 

センター新穂地区説明会」の役割分担確認 

・30年度の事業計画について 

 

② 防災円卓会議（場所：新穂行政サービスセンター ２階 学習室） 

回 日時 出席数 内 容 

１ 
7/31(月) 

19時～ 
34人 

・新穂地区防災円卓会議開催の目的について 

・新穂地域の概要について 

・ワークショップ/「新穂地域の防災上の課題を把握しよう」 

２ 
8/31(木) 

19時～ 
38人 

・新穂地域の水防体制と情報の提供について 

・佐渡市における防災情報の提供と伝達について 

・ワークショップ/「日頃からの備えについて考えよう」 

３ 
9/27(水) 

19時～ 
40人 

・新穂地域の土砂災害防止体制と情報の提供について 

・避難及び避難所計画について（要配慮者の応急対応含む） 

・ワークショップ/「避難について考えよう」 

４ 
10/24(火) 

19時～ 
36人 

・新穂地域における「土砂災害警戒区域」「土砂災害特別警戒区域」

の指定について 

・ワークショップ/「避難について考えよう」 

５ 
11/22(水) 

19時～ 
35人 

・地域による地域のための新穂地区防災ガイド(地区防災計画)の

策定について 

・新穂地区防災訓練の実施について 

計 延べ 183人 － 
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③ 新穂地区防災ガイド（地区防災計画）策定と佐渡市への提案 

月 日 内 容 

12/4(月) 

・防災円卓会議における話し合いの結果を取りまとめた「新穂地区防災ガ

イド（地区防災計画）（案）」を、災害対策基本法第 42条の 2第 2項の規

定に基づき、佐渡市防災会議会長（佐渡市長）に提案。 

2/16(金) 
・佐渡市地域防災計画に「新穂地区防災ガイド(地区防災計画)」を定めま

したとの通知を受ける。 

 

④ 新穂地区合同防災訓練関係機関事前検討会議 

（出席：県佐渡地域振興局治水課、砂防課、協議会役員、市関係課 等） 

回 日時 場 所 出席数 内 容 

１ 
1/18 (木) 
15時～ 

新穂行政 SC 
第 2会議室 

6人 ・新穂地区合同防災訓練実施計画概要の検討 

２ 
2/14(水) 
10時～ 

新穂行政 SC 
第 1会議室 

14人 

・経過と今後の予定について 
・新穂地区合同防災訓練実施計画について 
・各種訓練実施概要について 
・防災訓練タイムスケジュールについて 等 

 

⑤ 新穂地区合同防災訓練実施計画策定会議 

（場所：新穂行政サービスセンター 2階 学習室） 

回 日時 出席数 内 容 

１ 
2/22(木) 
19時～ 

43人 

・新穂地区合同防災訓練の実施について 
・ワークショップ/ 
「寒波による断水被害 課題の発見と改善点等の検証」          
「どんな訓練をすれば良い?」 

～イメージを共有化し訓練概要を決定～ 

２ 
3/1(木) 
19時～ 

40人 

・訓練当日のタイムテーブルや段取りについて 
防災訓練タイムスケジュール（案）について 
各種訓練実施概要について 

・今後の予定  
防災訓練実施直前確認会議の開催について 
防災訓練反省会の開催について 

・新穂地区合同防災訓練実施計画（案）の取りまとめ 

 

⑥ 佐渡市 生活自立相談支援センター 新穂地区説明会開催 

月 日 11月 7日（火）14時～ 

場 所 トキのむら元気館 

参加数 15人 

内 容 ・生活困窮者支援制度、生活自立相談支援センター及び法テラス業務等の説明 
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３－６ 地域活性化費（地域活性化部会） 

 (1) 部会活動費 

 ① 部会会議 

回 日時 場所 出席数 内 容 

１ 
6/12(月) 
19時 30分～ 

新穂商工会 
教養娯楽室 

12人 

・新穂ふるさと夏まつりへの協力について 
・EC2017新穂地区イベントについて 
・講演会(3-biz)開催について 
・鬼太鼓 inにいぼ・朱鷺夕映え市支援に 
ついて 

・体験型イベントについて 
・地域資源 PR切手図柄について 

２ 
6/16(金) 
19時～ 

新穂商工会 
教養娯楽室 

9人 
・地域資源 PR切手図柄の決定 
・EC2017新穂地区イベント郷土料理試食 

３ 
8/7(月) 
19時～ 

新穂行政 SC 
第 3会議室 

11人 
・EC2017新穂地区イベントについて 
 （スケジュール及び役割分担確認） 

４ 
12/20(水) 
18時 30分～ 

新穂商工会 
教養娯楽室 

8人 
・平成 29年度事業報告について 
・平成 30年度事業計画について 

５ 
2/23(金) 
18時 30分～ 

新穂商工会 
教養娯楽室 

7人 ・平成 30年度事業計画について 

 

② 講演会 

地域に根ざした小さなビジネス起こし（3-biz）講座 （再掲） 

日 時 10月 18日（水）18時～ 

場 所 新穂商工会館 

参加数 14人 

内 容 

・講演「月 3万円ビジネスの基本的な考え方とその具体的な取組事例」 

     ～講師：前田 敏之氏（3-biz前田商店）～ 

・ワークショップ 

 

 (2) 地域２大イベント支援 

① 新穂ふるさと夏まつり（支援） 

月 日 8月 14日（月）18時～ 

場 所 新穂行政サービスセンター横駐車場 

内 容 ・イベントに対する人的支援 

 

② 鬼太鼓 inにいぼ・朱鷺夕映え市（協賛事業） 

月 日 10月 8日（日）10時～ 

場 所 新穂行政サービスセンター横特設会場 

内 容 
・イベントに対する人的支援 

・協賛金 10万円 
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(3) EC2017新穂地区イベント（再掲） 

月 日 8月 19日（土）、20日（日） ともに 12時～ 

場 所 トキのむら元気館 

参加数 大人 49人、子ども 5人  計 54人 

内 容 
・春駒、のろま人形、鬼太鼓の上演・体験 

・郷土料理の提供 

 

４ その他 

 (1) 花見期間の新穂ダムえん堤開放（協力） 

期 間 4月 8日(土) ～ 5月 7日(日) 

場 所 新穂ダムえん堤 

内 容 
・標識ロープ設置（安全対策） 

・仮設トイレ 2基設置 

 

 (2) 視察研修等の受入れ 

月 日 団体名等 

9月 7日(木) ・上越市保倉小学校修学旅行（14名） 
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収入の部 （単位：円）

当初予算額 補正・流用額 決算額 差引 内　　訳

1,082,000 ▲ 205,800 894,200 18,000
・一般会費　839件　832,200円
・賛助会費　　18件　 62,000円

672,000 200,000 872,000 0
・佐渡市元気な地域づくり補助金500,000円
・のろま人形上演会開催負担金  372,000円

３　委託金 300,000 0 300,000 0 ・ＥＣ2017新穂地区イベント運営委託

４　寄附金 0 13,040 19,040 6,000 ・７件

0 0 0 0

150,000 0 160,506 10,506
・ＥＣ2017新穂地区イベント参加費123,000円（大人49人･子ども5人）
・地域資源PR切手売上25シート37,500円　・預金利子6円

2,204,000 7,240 2,245,746 34,506

支出の部 （単位：円）

当初予算額 補正・流用額 決算額 差引 内　　訳

【55,490】 【50,240】 【31,442】 【▲ 74,288】

１　報償費 0 0 0 0

２　費用弁償費 0 0 0 0

３　事業費 0 0 0 0

４　会議費 5,000 15,000 19,066 ▲ 934 総会、役員会お茶代、監査賄

５　事務費 50,490 35,240 12,376 ▲ 73,354 会長印、名刺用紙、切手代、振込手数料

６　備品購入費 0 0 0

【756,310】 【▲ 660】 【515,650】 【▲ 240,000】

231,310 ▲ 660 230,650 0 自治会活動保険料

525,000 0 285,000 ▲ 240,000

集落活動支援事業 525,000 0 285,000 ▲ 240,000 14集落、15件　※１集落あたり上限25,000円

【1,339,200】 【▲ 107,975】 【1,065,707】 【▲ 165,518】

170,000 0 127,516 ▲ 42,484

１　代議員（集落長）会議賄 65,000 0 46,280 ▲ 18,720 代議員（集落長）お茶代、清酒（21集落へ配布）

２　地域住民ワークショップ 5,000 0 5,000 0 防災円卓会議お茶代

３　講演会 100,000 0 76,236 ▲ 23,764
研修会「地域に根ざした小さなビジネス起こし（さんビズ）講座」
・講師謝金（交通費含）73,530円　・お茶代消耗品等2,706円

67,200 ▲ 2,340 64,860 0

１　ホームページ開設・運営 15,000 ▲ 3,660 11,340 0 ホームページ開設・運営経費

２　地域づくり通信発行 3,000 1,320 4,320 0 地域づくり通信　用紙代4,320円

３　地域資源ＰＲ切手試作 49,200 0 49,200 0 地域資源ＰＲ切手　1,230円×10シート×4種類

45,000 0 19,484 ▲ 25,516

１　部会活動費 45,000 0 19,484 ▲ 25,516
・切手代820円　　・会議お茶代6,693円 ・ダム桜保全作業（食
材費7,339円、ヌカ釜使用料2,000円、消耗品費等2,632円）

599,000 ▲ 9,600 548,824 ▲ 40,576

１　部会活動費 45,000 ▲ 324 4,100 ▲ 40,576 ・切手代4,100円

２　ＥＣ2017新穂地区イベント 182,000 ▲ 9,600 172,400 0
・新穂歴史民俗資料館入館料13人分2,400円
・郷土芸能謝金
　（のろま人形90,000円、春駒20,000円、鬼太鼓60,000円）

３　春駒＆のろま人形上演会 372,000 324 372,324 0
・郷土芸能謝金のろま人形90,000円、春駒20,000円
・ポスター、冊子印刷等 221,076円　・消耗品等16,648円
・地域資源ＰＲ切手10シート×2種類24,600円

３－５　生活安心費（生活安心部会） 45,000 0 26,885 ▲ 18,115

１　部会活動費 45,000 0 26,885 ▲ 18,115
切手代4,040円　・お茶代等17,121円　・用紙代等5,724円
（防災円卓会議・生活自立相談支援センター説明会）

３－６　地域活性化費（地域活性化部会） 413,000 ▲ 96,035 278,138 ▲ 38,827

１　地域２大イベント支援 250,000 ▲ 150,000 100,000 0 夕映え市協賛金100,000円

２　ＥＣ2017新穂地区イベント 118,000 53,965 171,965 0

・郷土料理提供86,000円
　（大人1,800円×45食、子ども1,000円×5食）
・スタッフ賄い38,500（700円×55食）、消耗品等 13,200円
・商工会女性部等協力謝礼25,000円
・臨時食品営業許可手数料4,000円
・車両運転委託4,527円、切手代738円

３　部会活動費 45,000 0 6,173 ▲ 38,827 ・お茶代4,235円　　・切手代等1,938円

４　積立金 【0】 【0】 【0】 【0】

積立金 0 0 0 0

５　予備費 【53,000】 【65,635】 【0】 【▲ 118,635】

予備費 53,000 65,635 0 ▲ 118,635

2,204,000 7,240 1,612,799 ▲ 598,441

収入合計 2,245,746

支出合計 1,612,799

差し引き 632,947 残金は次年度へ繰り越します。

６　諸収入

平成２９年度　新穂地域づくり協議会　収支決算書

区　　分

１　会費

２　負担金、補助金及び交付金

５　繰越金

合　計

区　　分

１　組織管理費

２　集落の活動支援事業

２－１集落活動支援事業（自治会活動保険）

２－２集落活動支援事業（助成金）

３－１　合意形成システム形成事業

３－２　情報発信事業

３－４　伝統文化費（伝統文化部会）

３－３　環境整備費（環境整備部会）

３　地域全体の活性化事業

合　計
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